
和敬塾メールマガジン第８１号     
２024年１０月２９日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第８１号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

 

 

 

  10/26（土）、第 3５回和敬塾塾友会ホームカミング大会 

が盛大に開催されました。全国の塾友２００名以上が参加し 

ましたが、昭和 30年代、40年代卒の塾友の他、若い塾友 

も多数参加していたのが印象的でした。 

大会は 13時から大講堂で式典と講演会が開催され 1５ 

時過ぎから本館中庭で懇親会が開催されました。 

式典では物故者追悼、主催者代表挨拶（福山塾友会長） 

、招待学年代表者挨拶（S4９西・上田善久氏・元パラグアイ 

大使）、祝辞（前川正理事長）、塾歌斉唱がありました。 

塾歌斉唱は通常１番だけで終わるケースが多い中、今回 

は「フルバージョン大会」ということで、３番までしっかり唄 

い、皆さん大満足の様子でした。 

記念講演は公益財団法人日本サッカー協会・名誉会長の 

田嶋幸三氏が「夢があるから強くなる～日本サッカー界の 

歩みと未来～」と題する講演をして戴きました。 

  講演の冒頭、「講演を軽い気持ちで受けたが、今日こちら 

に来て歴代の講演者の色紙を見て、緊張した」と言われ、 

笑いを誘っておられました。 

また田嶋氏は昔は和敬塾の傍に住んで居られたとのこと 

で、散歩で正門前の歩いたこともしばしばあり、「どんなと 

ころなんだろう？」と思っていたそうですが、この講演の依 

頼を受け調べたところ、「食事をして寝るだけの単なる学生 

寮では無いことがよく分かった」とも言われていました。 

講演の本題では、サッカー協会のビジョンや FIFA・ワー 

ルドカップ誘致に向けた取り組みなど、興味ある内容の話 

をしていただき、あっという間に１時間の講演が終了し、 

講演終了後の質疑応答では日頃サッカーに携わっている 

塾友を中心にたくさんの質問があり、熱心に応えて戴きま 

した。 

  講演会終了後は本館中庭で立食パーティーが開かれ、 

会場には屋台もあり、思い思いに旧交を温めていました。 

詳細な式典内容や講演内容については次号の塾友会 

新聞（コリー新聞）にお譲りしたいと思います。 
                              

＜文責：佐藤一義＞ 
 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は下記にお願い致します。 

公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp>    

第 3５回塾友会ホームカミング大会が盛大に開催されました！ 

！ 

 
開会挨拶をされた荒谷実行委員長 

 
招待学年代表の上田善久氏  

日本サッカーについて熱く語る田嶋幸三氏 

          
＋＋＋＋＋本館中庭での懇親会 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp






 和敬塾メールマガジン第８８号     
202５年 １月１６日 和敬塾事務所 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 8８号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

 

 

 

 

 

＜文責：西田健一（和敬塾事務局）＞ 

 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は以下にお願い致します。 

公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。 

https://www.wakei.org/admission/contact 

    電話（03）3941-7446   担当：下深迫（しもふかさこ）  

 

文京区と和敬塾は包括連携協定を締結以来、様々な協働事

業を行ってきましたが、今回は区の歴史や小説などの文化に根

ざした場所や施設など、ロケ地となる隠れた地域資源を若者や

シニア目線で発掘し、それをロケ地 bot で発信することで地域

の魅力を掘り起こし、地域活性化を図ることを目的とした区の

採択事業のワークショップに塾生が参加した模様を紹介しま

す。 

1月 12日に開催されたワークショップは、採択事業者「株式

会社たびふぁん」（代表西岡貴史氏）が主催し、区内在住の小中

学生、高齢者も参加しているもので、塾生は区内在住の大学生

として参加しました。 

１５名の塾生が参加し、山田ひろこ区議と企画政策部企画課

市川主査陪席の下、和敬塾で１４時から開始されました。 

４グループに分かれ、塾生同士ですが改めて自己紹介をして

から、STEP１～STEP４の課題をグループで話し合いながら

進行していきました。 

STEP１では、既存のロケ地から興味のある場所を選ぶ、

STEP２では、製作者がそのロケ地を選んだ理由を考える、

STEP３では、自分が推せるロケ地を探す、STEP４では、それ

を応募に向けてまとめる、という流れで進んで色々な推しロケ

地が出てきましたが、応募後は利用者による投票や最終審査

を経て、優秀賞には賞金も出るということで力が入りました。 

因みに、出てきた推しロケ地は、こまつがばし、目白台運動公

園、日無坂、のぞき坂、湯島ハイタウン、桂林寺、前川邸、鉄砲

坂、タベルナ・アイ、旧南・乾寮、椿山荘、目白坂、目白台一丁目

遊び場、東大インターナショナル寮周辺とニッチな推しが多い

ので、ぜひ検索してみてください。 

盛況の内に 2時間を超えるワークショップは終了しました。 

 

ロケ地チャレの応募・情報はこちら 

 https://rokechi-bot.com   

文京区の「文京共創フィールドプロジェクト」に塾生が参加しました！ 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp
https://www.wakei.org/admission/contact
https://rokechi-bot.com/


和敬塾メールマガジン第８９号  
202５年 １月２２日 和敬塾事務所 

 
和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 89 号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

   

講談社MOOKの“ぶらっと東京日和”で和敬塾本館を紹介！ 

和敬塾本館は東京都指定有形文化財に登録されている由緒ある建物ですが、この度 1 月 20 日発行

の講談社 MOOK・大人の週末 SPECIAL“ぶらっと東京日和”の「名建築を巡るさんぽ」のコーナーで紹

介されています。 (“ぶらっと東京日和”は東京の魅力を知る上で必読の情報が満載されたガイドブックです。） 

 

 

                                  ＜文責：佐藤一義＞            

東京都では民間事業者と連携し、「東京の魅力発信プロジェクト」として国内外へ東京の魅力を発信しています

が、このプロジェクトに「講談社 MOOK・大人の週末 SPECIAL“ぶらっと東京日和”」が採択されています。 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。 

https://www.wakei.org/admission/contact     電話（03）3941-7446   担当：下深迫（しもふかさこ）  

  

 

 

 

      玄関ホール           書斎（栗の間） 

 

  

https://www.wakei.org/admission/contact


和敬塾メールマガジン第 90号     
2025年 1月 27 日 和敬塾事務局 

 

 

 

  

 

 

   

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

              

 冨田前駐米大使（塾友）のセミナーが和敬塾で開催されました！ 

 

                               

講演の演題は「日米関係と2025年の展望」で、1月20日にドナルド・トランプ氏

がアメリカ大統領に就任したばかりとあって、まさにタイムリーな内容でした。                                                                      

冨田氏は東京大学を卒業（和敬塾を卒塾）後、1981 年に外務省に入省し、北米             

局長等を経た後、イスラエル大使、韓国大使を歴任し、2020 年 12 月から２０２３                  

年 1１月まで駐米大使を務められました。  

 

 

                                                    

今回の講演ではトランプ新大統領の世界観とそれ

に伴う日米関係を中心に話され、トランプ新大統領

に関しては「強権的な側面と堅実な二つの側面があ

る」と言われ、自国優先と取引型外交を前面に出し

たトランプ主義と国際社会との関係にも言及。 

また、1 期限りの政権や野心的すぎる公約がリス

クとなるという話をされた後、今後の日米関係を考

える上で、人脈構築から重要政策の摺り合わせなど

の今後の流れを分かりやすく紹介して戴きました。 

  講演の最後には質疑応答があり、参加した塾生の

質問にも丁寧にお答えいただきました。 

講演会の後は、コーヒーやジュース等を飲みなが

らの和やかな懇談会となり、16 時半頃にセミナーは

お開きとなりました。 

                    ＜文責：佐藤一義＞ 

 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は下記にお願い致します。 

 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお

願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact     

電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

 

 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 90 号をお送り致します。      

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

1 月 22 日（水）1４時から前駐米特命全権大使の冨田浩司氏（塾友・Ｓ55 南）によるセミナーが和敬塾

本館で開催されました。このセミナーは同じく塾友の香山俊巳氏（H2 西）が代表理事を務める次世代創

造協同組合が主催した新春トップセミナーで、会場には会員企業の代表のほか塾友や塾生など約 40 名

が参加しました。 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


和敬塾メールマガジン第91号     
2025年 1月 28日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第91号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

 

      

1 月 16日（木）15時～16時 30分、和敬塾第2教室にて脳科学者の毛内拡先生（お茶の水女子大）

をお招きし、『心ってなんだろう〜不合理な「脳」の正体を科学でひもとく』という演題でシンポジウムを

開催しました。 

先生は「脳科学は現代人の必修科

目」との考えから、脳科学を分かりやす

く伝えるために、あらゆる層に各種

SNS 等で最新情報を発信しています。

著書も多く、そのタイトルは『面白くて

眠れなくなる脳科学』、『「頭がいい」と

はどういうことか』など脳科学を身近

に感じられるものです。特に『脳を司る

脳』（ブルーバックス刊）は、その年

（2020 年）に刊行された一般向けの

科学書の中で、もっとも優れた作品に

贈られる講談社科学出版賞を 2021

年に受賞しています。 

シンポジウムでは次のような話があり、「脳」の仕組みと働きについて大いに興味を惹かれました。 

・脳の重さは体重の 2%しかないが、基礎代謝の 20%を消費する。しかしそれでも非常に省エネに機能

するように作られている（電力に換算すると20w程度という試算もある）。 

・脳には独特のクセがある（思考のショートカット＝認知バイアス、例：確証バイアス等）。それに自分で気

付くことが重要。 

・人は脳内で経験と記憶から作った予測をベースに実測値（視覚や聴覚など）と照合して、それを知覚し

ている。脳の数だけ現実がある（人によって感じている世界が違う）。 

・脳は非常に柔軟性がある（可塑性）。能動的に経験を積むことが大事。失敗をしないと経験が積み重な

らないので、脳機能を正しく発達させられない。 

・脳の話題になるとニューロンという神経細胞が取り上げられるが、グリア細胞、とくに「アストロサイト」

が注目されているので、この名前を覚えていてほしい。 

・新奇体験（旅行など）、情動喚起（胸がどきどきしたり）が、アストロサイトを活性化し、脳を鍛える。 

 

また若い人の生活から切り離せないSNSについていくつかアドバイスもいただきました。 

・SNS は脳を激しく刺激するように作られており、一方、刺激をコントロールする理性が発達するには時

間がかかる（20代までかかる）。青少年期はSNSに非常にハマりやすいので注意が必要。 

・集中している時はスマホの通知は切ったほうが良い。一度失われた集中力が回復するのに約 20 分か

かるが、通知に気がとられると一瞬で途切れる。特に SNSは時間を決めて接するのが良いでしょう。 

 

毛内先生（脳科学者）のシンポジウムが開催されました！ 



さらに「脳の持久力」（頭の回転の速さよりも、継続的に考え続けていく能力であり、コミュニケーショ

ン力やリーダーシップに関わる部分。感覚や運動能力、ア

ートと創造性、他者の気持ちがわかる能力なども含まれ

る）が和敬塾の共同生活を通じていかに強化されるか、そ

のメカニズムを研究したいという話にもなりました。 

 

後半は、先生と参加学生で意見交換が行われ、和敬塾

の共同生活を脳科学の分野から研究するための第一歩と

なりました。 

 

※現在和敬塾は、来年度新入塾生の募集シーズンですので、ぜひお知り合いの方にご紹介ください。 

               ＜文責：佐々木良夫＞                                 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact 電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp
https://www.wakei.org/admission/contact


和敬塾メールマガジン第92号     
2025年 1月 28 日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第92号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

 

      

1 月 27日付の東洋経済オンラインに和敬塾の記事が6ページにわたって掲載されました。 記事タイ

トルは「村上春樹も住んだ男子寮「和敬塾」の濃密な日常とは。令和でも「同じ釜の飯を食う」濃い人間関

係が健在、体育祭や独自行事も」  （yahoo ニュースでも閲覧できます。）です。 

 

 記事では和敬塾の概要説明のあとに、新南寮・松岡君、北寮・大

野君が登場しインタビューの内容が掲載されています。東寮、西

寮については記者の目から見た寮の特徴について書かれており、

4寮それぞれについて触れられております。 

インタビューでは、1 年生の大野君は「寮の中は緑が多く住む

には魅力的だし、ご飯も毎日ついてくる。大学からも近く、ここな

ら安心だと感じた」「（秋の体育祭では）濃い人間関係ができまし

た」「寮の先輩や友人は大学の友人たちとはまったく違いますね。

（塾内の）ほかの寮の学生とももっと交流したいです」と語ってい

ます。 

3 年生の松岡君は父上が南寮出身で「和敬塾は人間関係が勉

強になる」と聞いて入寮したそうです。入寮して驚いたのは、先

輩との距離感の近さで、体育部長としての経験なども語ってく

れました。 

  また松岡君は「（オンラインは便利だが）やはり直接会ってみ

ないとわからない。和敬塾のいろいろありすぎる学生生活が楽しい」、大野君は「和敬塾ではたまたま誰

かと会って話すことが多く、世界が広がります。入ってよかったです」と和敬塾の生活を時間しているか

らこそ出てきた言葉でまとめてくれています。 

 

ただいま和敬塾は新入塾生の募集期間ですので、ぜひお知り合いにこの記事をご紹介くださるよう、

よろしくお願いします。 

＜文責：佐々木良夫＞ 

        

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact 電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

 

東洋経済オンラインに和敬塾の記事が掲載されました！ 

https://toyokeizai.net/
https://toyokeizai.net/articles/-/853855
https://toyokeizai.net/articles/-/853855
https://news.yahoo.co.jp/articles/a7320d0df6a7b241c5a74e18ff616014754d9142
mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp
https://www.wakei.org/admission/contact


和敬塾メールマガジン第 9３号     
2025年 2月 5 日 和敬塾事務局 

 

 

 

  

 

   

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

              

金子容三代議士（塾友）と塾生との懇談会が開催されました！ 

 

                               

  金子容三氏は長崎県出身で、長崎の青雲中学・高等学校を卒業後、慶應義塾大学

法学部に合格と同時に和敬塾に入塾。東寮で 4 年間の塾生活を過ごされ、大学卒業

(2005 年)後は日興コーディアル証券（現 SMBC 日興証券）に入社。 １８年間の社

会人生活（米国の大学留学を含む）を経て、202３年 10 月に衆議院議員に初当選

し、現在は 2期目で第 2次石破内閣の防衛大臣政務官を務められています。 

 

 

                                                    

今回の懇談会ではまず自己紹介として、大学 2 年

の時に和敬塾東寮の体育部長（全塾体育部長兼任）

を務めた思い出などを語った後、自らの出身地の長

崎県が離島を有する地域であることを考えた上で、

政治家の道を志した旨の話がありました。 

その後、質疑応答の時間に移ると次々と手が上が

りましたが、最初に質問した塾生が「金子先生」と呼

んだことから、「代議士に対し先生と呼ぶ人が多い

が、自分のことを先生と呼ばないでほしい。先生と

呼ばれると勘違いするからね！」と、冗談を言いな

がら、和やかな質疑応答が始まりました。 

最初の質問は自らも離島出身という新南寮の塾

生から過疎問題等の具体策に関するもので、これに

対し離島地域の保全を図る「有人国境離島法」が平

成 28年に制定されたという紹介がありました。 

その後次々と手が上がり、スタートアップや情報発

信など若者らしい質問が続いた中、この 4 月から防

衛装備庁や経済産業省に就職が決まっている 2 人

の 4年生からその専門分野の質問が出て、金子氏も

慎重に言葉を選びながら応える場面がありました。

最後の方では、金子氏の将来構想を聞かせてほしい

という質問があるなど、和敬塾ならではざっくばら

んな質疑応答の時間が終了し、全員で集合写真を撮

り、1時間半に及ぶ懇談会が終了しました。 

                    ＜文責：佐藤一義＞ 

 

 

 

 

 

 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 93 号をお送り致します。      

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

1 月 22 日（水）1７時から防衛大臣政務官を務める金子容三代議士（塾友・H１７東）と塾生との懇談会

が和敬塾学生ホールで開催されました。この懇談会には4寮代表の 17名の塾生の他、3名の塾友、3名

の塾職員が参加しました。 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact     電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


和敬塾メールマガジン第 9４号     
2025 年 2 月２７ 日 和敬塾事務局 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/7～3/9 に東京の伝統と匠の技を再発見するイベント 

 「EDO TOKYO TIMELESS 展」が和敬塾本館で開催されます！ 

江戸東京きらりプロジェクトは、2025 年 3 月 7 日（金）〜3 月 9 日（日）の間、旧細川侯爵邸とし

て知られる和敬塾（東京都文京区）にて、「江⼾東京きらりプロジェクト EDO TOKYO TIMELESS 

展〜和敬塾で出会う、時代を超えて愛され続ける東京ブランド〜」を開催します。 

東京が誇る老舗の名品や匠の技、食文化を“Timeless”という視点から再発見することを目的と

した本展覧会では、和敬塾の歴史と趣に満ちた空間に、長きにわたって時代とともに進化と深化を

遂げてきた東京ブランドが集結。伝統を守りながらも現代のライフスタイルに調和するその魅力をお

届けします。 

会場となる和敬塾本館は、東京都指定有形文化財（建造物）に指定される歴史的建造物です。月に

1、2 回程度の一般公開日を除き、通常は敷地内にお入りいただくことができませんが、この 3 日間

は一般公開します。 

会場では、和敬塾本館内を回遊いただきながら、江戸東京きらりプロジェクトに参加する 39 の事

業者の展示をご覧いただき、そのルーツや進化に触れていただきます。江戸東京が誇る伝統的な匠

な技はもちろんのこと、東京都の友好都市であるパリ市が運営するデザイン産業インキュベーション

施設 BDMMA（Bureau du Design, de la Mode et des Métiers d‘Art）所属のデザイナー

とのコラボレーション等、新たな挑戦もご紹介。会場に展示する一部の作品や関連する商品等は会場

で購入いただけます。また、江戸東京の匠の技を実際に体験し、お楽しみいただけるワークショップ

も開催します（事前予約制） 

時代を超えて愛される、東京の伝統をこの機会に体験してみてはいかがでしょうか。 

  
                                                       ホームページ 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 9４号をお送り致します。      

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

和敬塾本館はこれまでも映画・テレビの撮影や様々なイベントで活用されてきましたが、この度、東

京都が主催する「江戸東京きらりプロジェクト」の一環で「EDO TOKYO TIMELESS 展」を開催す

ることになりました。 

開催期間は 3 月 7 日（金）〜3 月 9 日（日）の 3 日間で、開催時間は 10:00～17:00（9 日は

16:00まで）です。 入場無料ですが、ワークショップは有料で事前予約が必要となります。   

以下は主催者のホームページからの抜粋になりますが、是非、お時間のある方はご来場ください！ 

 

江戸東京きらりプロジェクト リンク    ホームページ（外部サイトへリンク）   

https://edotokyokirari.jp/


        

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact     電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


和敬塾メールマガジン第 9５号     
2025年 3月１２ 日 和敬塾事務局 

 

 

 

  

和敬塾では、4月 6日（日）に新入塾生を迎え入れる入塾式を開催します。 

  今回は田中優子（たなかゆうこ）先生（法政大学名誉教授・元総長、法政大学 

江戸東京研究センター特任教授、編集工学研究所・イシス編集学校学長）をお招 

きし、「生きることと学ぶこと」と題して、ご講演いただくことになりました。 

  和敬塾では、4月の入塾式、5月の創立記念塾祭、9月の体育祭、12月の 

予餞会という 4つの大きな行事がありますが、体育祭を除く 3つの行事で有 

識者の先生方にご講演を賜っております。 

これまでご講演いただいた 610人の先生方のリストはこちらからご覧になれます。 

https://www.wakei.org/library/kouenroku_timeline.html 

   入塾式当日の主なスケジュールは以下の通りです。（変更の可能性あり） 

＜前半の式典内容＞              ＜後半の内容＞  

９：３０～１1：35頃＠大講堂     １１：45頃～１5：００頃＠本館周辺                    

① 理事長挨拶              ① 記念撮影（４寮別＠本館中庭） 

② 塾友会長挨拶            ② 懇親パーティー（＠本館中庭）  

③ 塾生代表挨拶            ③ 保護者懇談会（＠本館） 

④ 新入塾生代表挨拶             (この間、新入塾生は教養講座フェアに参加)   

⑤ 記念講演                ④ 和敬塾本館見学                    

 
昨年度入塾式の様子。左は冨田浩司先生（和敬塾OB、元駐米特命全権大使）によるご講演。 右は懇親パーティー 

          

 その他の和敬塾の行事に興味のある方はこちらの URLからご覧になれます。  

 https://www.wakei.org/mailmagazine/wakeimagazine20240415.pdf           

４月６日（日）、和敬塾の入塾式で元法政大学総長の         

田中優子先生が講演されます！ 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 95 号をお送り致します。      

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

＊和敬塾の資料請求や入塾に関するお問い合わせは以下にお願い致します。  

https://www.wakei.org/admission/contact     電話（03）3941-7446 担当：下深迫（しもふかさこ） 

 

田中優子先生 

https://www.wakei.org/library/kouenroku_timeline.html
https://www.wakei.org/mailmagazine/wakeimagazine20240415.pdf
mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


和敬塾メールマガジン第９６号     
202５年４月１日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第９６号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますのでご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜佐々木専務理事からの挨拶＞ 

この度、専務理事に就任いたしました佐々木と申します。和敬塾創立 70 周年を迎えるにあたり、これ

までの良き寮風と伝統を大切にしつつ、創立 100 周年に向けて新たな価値の創造に取り組んでまいり

たいと思います。よろしくお願い申し上げます。（佐々木良夫） 

 

＜入塾オリエンテーションが開催されました！＞ 

東京の桜も満開となり、 いよいよ春本番！令和７年度の新入塾生が入ってきました。今年の入塾式

は４月６日（日）に予定していますが、それに先立ち 3 月 3１日（月）に入塾オリエンテーションが開催され

ました。 オリエンテーションは 3部に分かれ、主なプログラムは以下の通りでした。 

＜第１部：約７0分＞ 

① 歓迎挨拶および和敬塾の紹介（佐々木専務理事） 

② 年間スケジュールと行事・教養講座の紹介（新村北寮寮長） 

③ 和敬の精神と塾歌について（三嶋常務理事） 

④ 職員紹介（食堂Ｇ→東寮→西寮→新南寮→北寮→施設管理Ｇ→塾事務所）   

＜第 2部：約 60分＞ 

  消費者トラブル被害防止研修会 

  文京区消費生活センター主催：「契約トラブルにあわないために」 

＜第 3部：約 30分＞ 

  和敬塾本館見学（案内役：塾事務所・丸山） 

 

第 1部では和敬塾の歴史や共同生活の基本精神を学ぶと共に、職員の紹介等がありました。 

最初に挨拶に立った佐々木専務理事からは和敬塾の歴史や混沌とした時代の中で環境適応力を持っ

専務理事交代、並びに新入塾生を対象にした 

入塾オリエンテーション開催のお知らせ 

 

佐々木専務理事と前川理事長 

 

＜専務理事交代のお知らせ＞ 

この度、専務理事の交代人事がありましたので、お伝えい

たします。平成 26 年以来 11 年間その任にあった佐藤一義

に代わり、佐々木良夫が専務理事に就任いたしました。 

佐々木専務理事は早稲田大学第一文学部を昭和 63 年に

卒業、平成9年から和敬塾に勤務し、令和５年６月に常務理事

となり今日に至っております。 

佐藤理事は常勤職として後進の育成に当たって参ります。 

 



た人材の育成などに取組む和敬塾の活動についての紹介がありました。その後は、塾の行事や教養講座

の紹介、塾歌の練習、職員紹介等がありました。 

第 2 部では上京したばかりの大学生や若手社会人を狙ったマルチ商法などの詐欺行為が多く発生し

ているため、文京区消費生活センター相談員の西川様から具体例を紹介しながら、その防止策について

の研修会があり、新入塾生も興味深く聞いていました。 

第 3 部では和敬塾本館（旧細川侯爵邸）の見学会を行いました。この和敬塾本館は収益事業ができる

文化財として活用されており、多くの映画やテレビドラマの撮影に使われています。普段は中々入る機会

が無いので、新入塾生も興味津々で説明を聞いていました。   

 

<第１部> 

  

佐々木専務理事からの歓迎挨拶           塾歌の練習風景               職員紹介 

<第 2部：消費者トラブル被害防止研修会> 

     

文京区消費生活相談員による講習           講習を熱心に聞く新入塾生 

＜第 3部：本館見学会＞ 

      

         ＜文責：佐藤一義＞ 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は以下にお願い致します。 

公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


和敬塾メールマガジン第97号    
202５年４月 9日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第 97号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京の桜は３月末に満開となりましたが、その後花冷えの天気が続き、この日を待つかのように和敬塾

の桜も満開の花を留めていた４月６日（日）、令和７年度の和敬塾入塾式が学生ホール・大講堂で開催され

ました。本年度の新入塾生は日本人８２名、留学生3７名で、多数の保護者の方にも参加戴きました。  

入塾式の式典内容は以下の通りです。            

＜大講堂における式典内容＞                       

① 理事長歓迎挨拶    前川 正 理事長 

②  来賓挨拶        福山 幸一 塾友会長 

③  塾生代表挨拶     全塾委員長 新南寮 3年 桐原君 

④  新入塾生代表挨拶  各寮代表 4名  

⑤  記念講演         法政大学名誉教授・元総長 

                   田中 優子 先生  

最初に挨拶に立った前川理事長からは「共同生活を通した人間形成」との和敬塾のモットーを紹介し、

「和敬塾での共同生活を通し、幅広い奥行きのある人材に育ってほしい」との歓迎の挨拶がありました。 

5,000名を超える OBの集まりである塾友会の福山会長（昭和 57年北寮卒）からは、「入学試験の答

えは一つであるが、社会の答えは一つではない。この目白の森で価値観の違いを学び、多様な経験をする

中で発想力の高い人間となり、人と人とのつながりや豊かさを学んでほしい。」と自身の塾生時代を振り

返りながら新入塾生の成長を期待する挨拶をされ、その後、塾友会の豊田副幹事長から就職支援活動を

はじめ様々な塾生支援を行う塾友会の説明がありました。 

                          
桐原全塾委員長      川井君（東寮）       竹内君（西寮）       赤曽部君（新南寮）      金原君（北寮） 

令和７年度入塾式が盛大に開催されました！ 

        

新入塾生の入場                新入塾生も習いたての塾歌を斉唱しました！     

   

 

 前川 理事長    福山 塾友会長                 

 



  塾生の代表として歓迎の挨拶に立った全塾委員長の桐原君（新南

寮 3 年）からは「和敬塾には無限の学びのチャンスがある。皆さんと

一緒に成長していきたい。」との話があり、その後、各寮を代表した 4

人の新入塾生から初々しい挨拶がありました。（前頁写真参照） 

 

和敬塾の式典では様々な分野で活躍されている識者による記念講

演が恒例となっていますが、今回は法政大学の元総長で同大学名誉

教授の田中優子先生にお願いしました。 

演題は「生きること学ぶこと」で、新しく大学生活や寮生活を始め

る新入塾生に、「一人で考えるのではなく、様々な情報や他者との交

わりの中から学び生き抜いてほしい」という主旨の有意義な講演を

して戴きました。 

  講演の冒頭、田中先生は自らの法政大学の総長時代に「自由を生

き抜く実践知」という大学憲章を策定したことを紹介。「大学生活で

は自由な生活を楽しんでほしい」と言われつつ、「自由に生き抜くに

は自分で決めることが基本だが、その自分で決める（自分の頭で考え

る）ことに落とし穴がある」と言及。 

  その後、先生の専門分野である江戸時代の様々な風俗を紹介する

中で、寺子屋の様子を描いた絵をスライドで多数紹介しながら、江戸

時代の教育方針が自由で個人授業が中心だったことを紹介。 

  次に、「混沌とした社会状況の中で自由を生き抜くためには、一人

ではなく仲間とともに考え、表現し、行動するという相互編集の姿勢

が大切である」という先生のお考えを紹介戴き、相互編集に

ついての詳しい説明がありました。（詳細は紙面の関係で割

愛させて戴きます。）  

また、江戸時代は武士も町人も百姓も、身分をこえて自由な一私人

として参加した「連」という組織があったことを紹介。「一人で居な

い。一人で考えない。コミュニティーを大事にしてほしい。」との話で

講演を終えられました。和敬塾には各寮の中に小単位の「班」があり

ますが、それを彷彿させる話となりました。 

  講演終了後は塾生からの質疑応答の時間となり、３名の塾生から

質問があり、定刻の 11時 30分となり質疑応答を終了。皆で塾歌斉

唱し、大講堂での式典を終了しました。 

 11時 40分から本館中庭で記念撮影が行われ、その後、前川正雄

塾長の乾杯の音頭と共に昼食パーティーが開催され、塾生、塾友、保

護者、職員、役員が一堂に会し歓談しました。参加者は食堂グループ

のスタッフが調理した料理に舌鼓を打っていました。 

  
この日は昼頃に雨が降るという予報がありましたが、何とか最後までパーティを続けることができまし

た。パーティー終了後は、新入塾生は教養講座紹介フェアに参加し、保護者の方は理事長・専務理事と共に

保護者懇談会に参加した後、本館見学を行うなど、充実した一日となりました。      

<文責：佐藤一義> 

   

田中優子先生の講演      

     

東寮記念撮影

    

西寮記念撮影 

   

新南寮記念撮影 

          

北寮記念撮影 

 



 和敬塾メールマガジン第９８号      
2025年 4月１７日 和敬塾事務局 

 

  

      
和敬塾はこの 5月で創立 70周年を迎えます。そこで、これを記念して「和敬塾フェア」を開催することと

なりました。 

このフェアは塾生の保護者の皆様や高校・大学の先生、地域の皆様を初めとする多くの方々に和敬塾の

魅力を知ってもらおうと企画するもので、和敬塾本館（旧細川侯爵邸）や学生ホール・学生寮の見学会など、

様々なイベントを予定しております。ぜひこの機会にお立ち寄りください。入場は無料です。 

 

・開催日時：２０２５年５月１１日（日）１４：００～１７：００ 

 

・主な開催内容（予定：内容変更の可能性もあります。） 

① 和敬塾本館（旧細川侯爵邸）見学会 

② 学生ホール見学会（大講堂＆講演者色紙等） 

③ 学生寮見学会 

④ 塾生による出し物 

   ・居合道演武会（武道場） 

・茶道部によるお点前披露／お茶会（本館 2階） 

・大学院生による研究発表会 

⑤ 塾生フットサル大会（和敬グラウンド） 

               
和敬塾本館・栗の間                           学生寮（新南寮）  

  
        学生ホール・大講堂                  大講堂前廊下に掲示された講演者色紙 

 

＜文責：佐藤一義＞ 
＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。 公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

創立７０周年を記念する「和敬塾フェア」が開催されます！ 

 
文京区目白台の緑豊かな和敬塾 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和敬塾フェア開催 
 創立 70周年を記念したイベントを開催します。和敬塾本館

（旧細川侯爵邸）見学会をはじめ、様々なイベントを予定して

おりますので、ぜひこの機会にお立ち寄りください。 

主催：公益財団法人和敬塾 

アクセス 

JR目白駅から都バス・新宿駅西口行きバス 7分 

バス停「目白台三丁目」下車 徒歩 1分 

東京メトロ有楽町線 護国寺駅から徒歩 10分 

東京メトロ東西線 早稲田駅から徒歩 15分 

東京メトロ副都心線 雑司ヶ谷駅から徒歩 12分 

東京さくらトラム（都電荒川線）早稲田駅から徒歩７分 

公益財団法人和敬塾 

112-8682東京都文京区目白台 1丁目 21-2 

【お問合せ】 03-3941-7446 

見
学 
 伝

統 
 

体
験 
 

2025年 

5/11（日） 

14:00‐17:00 

 

和敬塾本館（旧細川侯爵邸）にて見学会を開

催します。東京都指定有形文化財（建造物）

に指定される歴史的建造物で、月に１、２回程

度の一般公開日を除き通常はお入り戴くことがで

きませんが、当日は自由にご見学戴きます。 

和敬塾教養講座居合道講師と和敬塾塾生による

居合道演武会を行います。普段生活しているとな

かなか目にすることが出来ない、模擬刀を使った迫

力の演武をどうぞご覧ください。 

和敬塾教養講座茶道部講師であり裏千家江川

宗京先生と和敬塾塾生によるお茶会。旧細川侯

爵邸内和室にて、本格的なお点前を体験してみ

ませんか。 

他にも、寮見学、大学院生による研究発表会など、

様々なイベントを企画しております。 

どうぞこの機会にぜひ和敬塾を知ってください。 



 和敬塾メールマガジン第９9 号    
202５年５月１3 日 和敬塾事務局 

 

和敬塾のトピックスを配信する和敬塾メールマガジン第９9 号をお送り致します。 

なお、発行は不定期となりますので、ご了承下さい。 

和敬塾創立70周年記念塾祭が盛大に開催されました！ 

5 月 1１日（日）、和敬塾創立 70 周年記念塾祭が大講堂で盛大に開催されました。今年の塾祭は 70 周年

記念事業の一環で実施したグランドピアノの修復を記念するピアノ演奏会も開催され、多くの塾生保護者や

塾友にも参加戴きました。 塾祭の式典内容は以下の通りです。            

＜大講堂における式典内容＞                       

① 理事長歓迎挨拶    前川 正 理事長 

②  来賓挨拶        福山 幸一 塾友会長 

③  塾生代表挨拶     全塾委員長 新南寮 3 年 桐原君 

④  留学生代表挨拶    各寮代表 4 名  

⑤ ピアノ修復経緯・演奏者紹介  佐藤 一義 理事 

⑥  記念演奏会       「70 年目の言伝」 

                     演奏  平井 真美子さん  

⑦ 塾歌斉唱        ピアノ伴奏  平井 真美子さん 

 

 

    

前川 理事長   福山 塾友会長                 

 



最初に挨拶に立った前川理事長からは創立 100 周年に向けたマイルストーンとなる 70 周年記念塾

祭を盛大に開催できた喜びを話され、「混沌とした社会情勢の中であるからこそ、和敬塾での他人と折り

合う共同生活の重要性がある」と挨拶され、午後に開催予定の和敬塾フェアの紹介もありました。 

塾友会の福山幸一会長からは、企業に「社風」があるように和敬塾にも「塾風」があるが、4 年から 6 年位で

人員が入れ替わる塾の中でユニークな塾風が構築されてきた歴史を紹介されると共に、この日が「母の日」で

あることから、「母親への感謝を忘れないでほしい」との挨拶がありました 

全塾委員長の桐原君（新南寮 3 年）は、午後開催の和敬塾フェアにも触れ、「今日は和敬塾の良いところを

知ってもらう一日にしたい」との挨拶がありました。 

次のプログラムは 4 寮代表の留学生に和敬塾での共同生活の体験を流暢な日本語で話してもらいました。 

最初に登壇したのは東寮のヨウ・タ君（中国出身）。大学生時代が「君たちはどう生きるか」を実践する絶好

の時期であり、和敬塾での生活を大事にしていきたいとの話がありました。 

次に立ったのは西寮のナカニシ・タカヒト君（中国出身）。刺激ある和敬塾での寮生活の一端を紹介しながら、

「ここぞという時に力を発揮できる人間になっていきたい」との話がありました。 

３番目は新南寮のナジム・アリ君（スペイン出身）。和敬塾での教養講座に積極的に参加していることや、塾

の食堂で初めて納豆を食べた時の驚き？を紹介すると共に、日本の鉄道の正確さに驚いているとの話もあり

ました。 

留学生の最後は北寮のアドリアーノ・ピラネオ君（フランス出身）。寮生活を通し「和と敬」の大切さを実感し

ているとの話と共に、フランスと日本の文化の違いに触れ、特に「グループに所属することを大事にしている」

という話から共同体を大事にする日本人の精神性についての紹介もありました。 

          

東寮：ヨウ・タ君        西寮：ナカニシ・タカヒト君      新南寮：ナジム・アリ君      北寮：アドリアーノ・ピラネオ君 

           

全塾委員長の桐原君                     登壇した 4 寮代表の留学生 

 



 次に佐藤理事より、創立 70 周年事業の一環で昨年の 

5 月～7 月に実施した大講堂のグランドピアノの修復作 

業の概要が紹介され、その後、修復のお披露目演奏会と 

もなるピアノ演奏をして下さる平井真美子さんの紹介が 

ありました。 

 この中で、平井真美子さんが塾友（S36 南）の谷口善 

志郎（よしお）さんの姪御さんであり、谷口さんが今回の 

ピアノの修復やこの演奏会のアレンジをしてくれたこと 

の紹介もありました。 

 また、平井真美子さんのご主人がシンガーソングライターの森山直太朗さんであることも紹介され、この

日も来塾していることが紹介されました。 

 

 この後、約 10 分の休憩時間を使い、舞台上が演奏会のセットに変わりますが、その舞台セッティングのス

タッフに森山直太朗さんが居たことを来場者は知る由もありません！ 

 さて、お待ちかねのグランドピアノ修復記念、並びに創立 70 周年記念のピアノ演奏会です。 

 

ピアノ演奏はピアニストで作曲家の平井真美子さんにお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平井真美子さんのプロフィール＞ 

京都府出身。桐朋学園大学音楽学部ピアノ科卒業。 

2012年、新進気鋭アーティストに贈られるアメリカのS&R Washington 

Award を受賞。 クラシックのソリストへ委嘱作品を創作するなど、活動は

多岐に渡る。劇伴作家としてドラマ「過保護のカホコ」、「神様のカルテ」、「リ

ラの花咲くけものみち」、映画「60 歳のプロポーズ」「白夜行」、NHK「にっ

ぽん縦断こころ旅」（BS4K,BS）など、幅広く作品を手掛ける他、アーティス

トのレコーディングにもピアニストとして多数携わる。近年は"とあるひ"と

題し日々の心模様を音でスケッチした短編曲の創作に勤しむ。24 年 4 月に

は最新作のピアノソロアルバム”「とあるひ」記録集 a day ”を発表。 

 

和敬塾大   ラ ドピアノ

      

                 

        

               

      

              



今回、平井さんには 10 曲ほどの即興曲やオリジナル曲を演奏戴きましたが、その演奏の合間に、今回の大

講堂のグランドピアノの修復に深く関わった経緯を紹介戴くと共に、平井さんが古い楽器を大事にされてお

り、今回も修復された足踏みオルガンを使った演奏も行って戴きました。 

また、演奏の最後には、今回の修復作業の中で出た廃材 

のチューニングピンを利用した平井真美子さんお手製の「小 

さな楽器」を来場者に配った後、それを皆に鳴らしてもらい 

ながら演奏するというユニークな演出もありました。 

最後は平井真美子さんにピアノ伴奏をしてもらい、参加者 

全員で塾歌を斉唱し、式典を終了しました。   

 式典終了後、舞台上で平井真美子さん、森山直太朗さん、 

谷口さんを中心に記念撮影を行いました。 

     

式典終了後、本館中庭で立食パーティーが開催され、食堂メンバーが腕によりをかけた様々な料理を 

平井真美子さん、森山直太朗さんも堪能され、塾祭が終了しました。 

  

 

<写真：川名純子、文責：佐藤一義＞ 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は右記にお願い致します。公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

   

チューニングピンを利用した小さな楽器を紹介 

 

 

 

 

 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp


 和敬塾メールマガジン第100号     
2025年５月１４日 和敬塾事務局 

 

  

      
創立記念塾祭が開催された 5月 11日（日）の午後、同じく 70周年を記念する「和敬塾フェア」が塾の施

設全体を利用して開催されました。 

このフェアは塾生の保護者の皆様や高校・大学の先生、地域の皆様など多くの方々に和敬塾の魅力を知

ってもらおうと企画したもので、以下の内容で開催されました。 

 
                                                                                                                                                                                                     

                                                                                                        
                                                                      和敬塾施設全体図                                          

   
正門前で塾生がビラを配り、来場者が続々！                 緑豊かなサイクリングロードのような構内！  

創立７０周年を記念する「和敬塾フェア」が開催されました！ 

こうした塾を開放して多くの方々に来塾戴く催しは

昭和の時代に周年記念塾祭の祝賀行事として開催さ

れていた記録が残っていますが、平成以降は初の開催

となります。 

当日は茶道体験の事前予約が開催前に定員になる

など満を持しての開催となりましたが、正門前で塾生

が配ったビラを受け取った方々にもご来場いただき、

子供さん連れの親子など多くの来場者でにぎわいまし

た。 

来場者の方の中には「こんな素晴らしい環境の中で

暮らす学生は幸せだなあ！」、「昭和の時代にタイムス

リップした感じ！」との感想を話す方もいらっしゃるな

ど、様々な反響がありました。  

 以下、当日の写真でその雰囲気を堪能ください！ 



   
駐輪場に並ぶ目白台名物のアシスト自転車！                     本館見学の来場者も列を成して！ 

    
レトロな雰囲気の本館内部                         本館３階では旧細川邸紹介ビデオを上映 

   
                             茶道体験は事前予約で定員に達しました！＠本館２階和室                              

                                
新南寮生お手製の「コックさんの本気ピッツア」の販売！                    

  
                                                       本館中庭での歓談風景 

   
居合道演武会も大好評！ちびっこ剣士も演武に参加！＠武道場 

 
本館脇のピッツア売店 



   
講演者色紙の見学＠大講堂前廊下                      大講堂＠学生ホール２階 

  
                                 在塾大学院生による研究発表会＠学生ホール第２教室 

   
                                       東寮・新南寮・西寮・北寮の見学会 

    

   
グラウンドでは理事長杯争奪４寮対抗フットサル大会が行われ、多くのギャラリーが集まりました！ 

 

 
西寮の優勝で幕を閉じました！ 

 
決勝は新南寮と西寮で行われ、PK戦までもつれました！ 

 

＜写真：川名純子、文責：佐藤一義＞ 

＊メールマガジンに関するご意見や質問等は下記にお願い致します。 

            公益財団法人 和敬塾事務局 <juku_jimukyoku@wakei.or.jp> 

 

 
この度はご来塾 

ありがとうございました！ 

mailto:juku_jimukyoku@wakei.or.jp
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